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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 

 REM(Rapid eye movement)睡眠は発達早期において大きな割合を占めており、正常な

REM 活動は健全な脳発達に必要とされている。REM 睡眠中に観察される眼球運動(EM; 
eye movement)は、REM 睡眠の典型的な特徴である。EM は出生後の神経機能評価に用い

られているが、胎児の EM 活動の指標は存在しない。本研究では妊娠 24-39 週の胎児にお

いて、EM 活動、REM 期を示唆する EM burst を同定し、特性を明らかにすることを目的

とした。対象は正常単体妊娠症例 84 例である。胎児の EM を超音波断層法を用いて 60 分

間観察し、動画ファイルとして記録した。動画記録から眼球運動の時系列データを作成し、

EM 活動の指標として EM 密度、EM burst 密度、EM burst 構成 EM 密度、EM burst 持
続時間を算出し、折れ線回帰分析を用いて解析した。その結果、EM 密度、EM burst 密度、

EM burst 構成 EM 密度において、28-29 週、36-37 週の 2 か所で変曲点が検出された。ヒ

ト胎児における EM 活動は 28-29 週まで増加し、再度 36-37 週から 38-39 週において増加

していた。これらの知見は、予後評価のための胎児神経機能評価指標を作成するのに有用

であると考えられた。 
 以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えら

れる。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて

説明を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項に

ついて種々質問を行ったが適切な回答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 


